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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第64期
第１四半期
連結累計期間

第65期
第１四半期
連結累計期間

第64期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 5,287,280 4,323,736 28,081,967

経常利益又は経常損失(△) (千円) △355,850 △439,036 496,181

四半期純損失(△)
又は当期純利益

(千円) △264,206 △273,267 128,443

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △436,087 △257,457 △124,139

純資産額 (千円) 27,982,726 27,822,248 28,293,989

総資産額 (千円) 38,246,502 37,198,459 38,993,025

１株当たり四半期純損失金額
(△)又は当期純利益金額

(円) △12.33 △12.76 6.00

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 73.2 74.8 72.6

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４  第64期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

  また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

第２ [事業の状況]における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示しております。

　

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会

社)が判断したものであります。

(1)　経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響が大きく残るなかで、落ち込んで

いた生産活動はサプライチェーンの立て直しが進み、低調ながらも回復傾向にありましたが、雇用や所得環

境は依然として厳しい状況にありました。

　建設業界におきましては、民間設備投資には持ち直しの動きが見られましたが、公共投資は補正予算の執

行が遅れるなど、低調なまま推移いたしました。

  このような環境下で、当社グループは営業力の強化・生産性の向上および事業基盤の強化を重点課題と

して、積極的な営業活動を展開してまいりました。

　このような結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、受注高79億７百万円（前年同四半期比26.2％増）、

売上高43億23百万円（前年同四半期比18.2％減）となりました。収益面では工事採算等の低下により、営業

損失４億48百万円（前年同四半期は営業損失１億83百万円）となり、為替差損の影響はあったものの、受取

地代家賃や受取配当金等の収入により経常損失４億39百万円（前年同四半期は経常損失３億55百万円）、

四半期純損失２億73百万円（前年同四半期は四半期純損失２億64百万円）を計上する結果となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（日本）

　当第１四半期連結累計期間の売上高は28億16百万円（前年四半期期比17.6％減）となり、営業損失は２

億25百万円（前年同四半期は営業損失18百万円）となりました。

（東南アジア）

　当第１四半期連結累計期間の売上高は13億85百万円（前年同四半期期比2.9％減）となり、営業利益は

６百万円（前年四半期期比39.1％減）となりました。

（その他アジア）

　当第１四半期連結累計期間の売上高は１億22百万円（前年同四半期期比72.2％減）となり、営業利益は

４百万円（前年同四半期期比74.4％減）となりました。
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(2)　財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産合計は、前連結会計年度末に比べ17億94百万円減少し、371億98百

万円となりました。主な要因は、現金預金が６億45百万円増加し、受取手形・完成工事未収入金等が15億48

百万円、未成工事支出金が11億17百万円それぞれ減少したことなどによるものです。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ13億22百万円減少し、93億76百万円となりました。主な要因は、支払

手形・工事未払金等が９億28百万円、未成工事受入金が３億59百万円それぞれ減少したことなどによるも

のです。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ４億71百万円減少し、278億22百万円となりました。主な要因は、利

益剰余金の減少４億87百万円によるものです。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,805,00023,805,000
東京証券取引所
（市場第二部）

権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式であ
り、単元株式数は、1,000株であ
ります。

計 23,805,00023,805,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年４月１日～
平成23年６月30日

― 23,805,000 ― 1,190,250 ― 2,007,002

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

2,385,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

21,154,000
21,154 ―

単元未満株式 266,000 ― ―

発行済株式総数 23,805,000― ―

総株主の議決権 ― 21,154 ―

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が621株含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社サンテック

東京都千代田区二番町
３番地13

2,385,000 ― 2,385,00010.02

計 ― 2,385,000 ― 2,385,00010.02

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、東邦監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 12,165,799 12,811,274

受取手形・完成工事未収入金等 8,187,738 6,639,651

有価証券 1,299,777 1,299,721

未成工事支出金 3,181,191 2,063,409

繰延税金資産 444,294 639,153

その他 2,013,475 2,065,080

貸倒引当金 △1,025,303 △1,025,344

流動資産合計 26,266,973 24,492,946

固定資産

有形固定資産

土地 3,777,938 3,777,938

その他（純額） 1,774,602 1,740,145

有形固定資産合計 5,552,541 5,518,084

無形固定資産 85,401 105,178

投資その他の資産

投資有価証券 2,899,467 2,901,794

投資不動産（純額） 3,664,100 3,654,338

その他 846,540 810,117

貸倒引当金 △322,000 △284,000

投資その他の資産合計 7,088,109 7,082,250

固定資産合計 12,726,051 12,705,512

資産合計 38,993,025 37,198,459

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 5,736,420 4,807,520

短期借入金 443,204 291,152

未払法人税等 23,428 35,160

未成工事受入金 2,718,294 2,359,011

完成工事補償引当金 20,000 20,000

工事損失引当金 23,009 14,788

その他 895,268 1,019,928

流動負債合計 9,859,624 8,547,560

固定負債

繰延税金負債 134,022 134,991

役員退職慰労引当金 294,072 283,915

その他 411,316 409,743

固定負債合計 839,411 828,650

負債合計 10,699,036 9,376,211
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,190,250 1,190,250

資本剰余金 2,007,002 2,007,002

利益剰余金 25,954,320 25,466,860

自己株式 △949,820 △949,909

株主資本合計 28,201,752 27,714,202

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 116,418 106,368

為替換算調整勘定 △24,181 1,677

その他の包括利益累計額合計 92,237 108,046

純資産合計 28,293,989 27,822,248

負債純資産合計 38,993,025 37,198,459
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 5,287,280 4,323,736

売上原価 4,711,889 4,018,697

売上総利益 575,391 305,038

販売費及び一般管理費 759,207 753,159

営業損失（△） △183,816 △448,120

営業外収益

受取利息 3,301 3,942

受取配当金 21,378 24,615

受取地代家賃 101,669 90,588

持分法による投資利益 － 18,670

その他 33,011 26,130

営業外収益合計 159,361 163,946

営業外費用

支払利息 2,458 3,122

不動産賃貸費用 29,016 26,592

為替差損 286,060 104,364

持分法による投資損失 533 －

その他 13,326 20,782

営業外費用合計 331,395 154,862

経常損失（△） △355,850 △439,036

特別利益

その他 102 1,854

特別利益合計 102 1,854

特別損失

その他 635 494

特別損失合計 635 494

税金等調整前四半期純損失（△） △356,383 △437,676

法人税等 △92,176 △164,409

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △264,206 △273,267

少数株主利益 － －

四半期純損失（△） △264,206 △273,267
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △264,206 △273,267

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △186,963 △10,049

為替換算調整勘定 15,082 25,858

その他の包括利益合計 △171,881 15,809

四半期包括利益 △436,087 △257,457

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △436,087 △257,457

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

減価償却費 66,853千円 69,168千円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日
定時株主総会

普通株式 214,230 10平成22年３月31日 平成22年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 214,193 10平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２日本 東南アジア その他アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,419,1891,427,248440,8425,287,280 ― 5,287,280

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 3,419,1891,427,248440,8425,287,280 ― 5,287,280

セグメント利益又は
損失（△）

△18,155 10,166 18,405 10,416△194,232△183,816

(注) １  セグメント利益又は損失の調整額△194,232千円は配賦不能営業費用であり、主なものは親会社管理部門に係

る費用であります。

２  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

３  本邦以外の区分に属する主な国又は地域

（1）  東  南アジア  ：  シンガポール、タイ、マレーシア、ブルネイ等

（2）  その他アジア  ：  中国、台湾

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２日本 東南アジア その他アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,816,0471,385,182122,5064,323,736 ― 4,323,736

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,816,0471,385,182122,5064,323,736 ― 4,323,736

セグメント利益又は
損失（△）

△225,568 6,195 4,706△214,666△233,453△448,120

(注) １  セグメント利益又は損失の調整額△233,453千円は配賦不能営業費用であり、主なものは親会社管理部門に係

る費用であります。

２  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

３  本邦以外の区分に属する主な国又は地域

（1）  東  南アジア  ：  シンガポール、タイ、マレーシア、ブルネイ等

（2）  その他アジア  ：  中国、台湾
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

    １株当たり四半期純損失金額(△) △12円33銭 △12円76銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純損失金額(△)(千円) △264,206 △273,267

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △264,206 △273,267

    普通株式の期中平均株式数(株) 21,422,054 21,419,275

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月12日

株式会社サンテック

取締役会  御中

　

東邦監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    矢　　崎　　英　　城    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　　林　　広　　治    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社サンテックの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンテック及び連結子会社の平成23
年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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